
2010年度夏学期 第8回 物性セミナー

ボゴリウボフ理論で記述する、
回転するボーズ凝縮のフラグメンテーション

講師 大井 万紀人 氏 (専修大学法学部・自然科学研究所)

日時 2010年 6月 25日 (金) 午後 4時 30分∼
場所 16号館 827

原子核構造物理で広く利用され、そもそもはフェルミオン間の対相関を扱う多体
理論であるHartree-Fock-Bogoliubov法を改良し、ボゾン多体系の記述を行った。
この方法は、一粒子基底状態への凝縮のみならず、励起状態も含んだ形で系を取
り扱うことができる。このため、有限温度や、高密度にある系に応用可能である
が、今回は、高スピン状態に適用する。ボーズ凝縮が角運動量の増加に対し、ど
のような反応を示し、状態変化をしていくか、得られた数値解を分析しながら議
論する。

○今後の予定 : 夏学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開してお
ります．

7月 23日 今井 良宗 氏 (東京大学総合文化) TBA

○物性セミナーのページ
http://huku.c.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/FSwiki/wiki.cgi/BusseiSeminar

物性セミナー世話人 : 加藤雄介 堺 和光 福島孝治 前田京剛 簔口友紀


